
り
、
再
び
海
外
の
現
場
で
働
き
た
い
と
、
Ｗ
Ｈ

Ｏ
世
界
保
健
機
関
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
事
務
所
に
て

エ
イ
ズ
担
当
官
と
し
て
二
年
間
働
い
た
。
こ
の

仕
事
を
終
え
て
日
本
に
帰
国
、
京
都
大
学
の
博

士
課
程
に
編
入
し
た
の
が
、
二
〇
〇
一
年
四
月

の
こ
と
。
一
年
目
は
コ
ー
ス
ワ
ー
ク
で
疫
学
や

統
計
学
の
基
礎
を
み
っ
ち
り
や
り
、
二
年
目
は
、

フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
へ
。
そ
し

て
迎
え
た
三
年
目
、
長
年
の
憧
れ
だ
っ
た
、
米

国
の
公
衆
衛
生
大
学
院
へ
の
留
学
の
切
符
を
手

に
し
た
の
だ
っ
た
。

実
際
に
、
私
が
受
講
し
た
講
義
は
、
次
の
と

お
り
で
あ
る
。「
行
動
科
学
と
健
康
教
育
の
理

論
」「
行
動
疫
学
」「
行
動
手
法
」「
応
用
行
動

研
究
手
法
�
」「
応
用
行
動
研
究
手
法
�
」「
公

衆
衛
生
と
エ
イ
ズ
」「
思
春
期
の
健
康
問
題
」

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
」「
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
編
成
と
健
康
教
育
」
で
あ
る
。
い
ま
、
思

い
出
し
て
講
義
の
タ
イ
ト
ル
を
書
い
て
い
る
だ

け
で
も
、
ワ
ク
ワ
ク
、
ゾ
ク
ゾ
ク
し
て
く
る
。

エ
イ
ズ
に
か
か
わ
っ
て
き
た
私
に
は
、
人
の
健

康
と
行
動
と
い
う
課
題
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
。

人
は
、
病
気
の
予
防
の
た
め
の
手
段
を
知
っ
て

い
て
も
、
実
行
で
き
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
な
ぜ
な
の
か
。
予
防
行
動
を
促
進
す
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
有
効
な
の

か
。
エ
モ
リ
ー
大
学
で
、
私
が
履
修
し
た
講
義

は
、
そ
ん
な
人
の
健
康
と
行
動
に
つ
い
て
の
課

題
に
、
理
論
、
研
究
分
析
手
法
、
介
入
ア
プ
ロ

ー
チ
、
そ
し
て
具
体
的
テ
ー
マ
を
も
っ
て
学
び

実
践
す
る
場
だ
っ
た
の
だ
。

講
義
受
講
と
合
わ
せ
、
博
士
論
文
を
ま
と
め

る
作
業
で
は
、D

iC
lem
ente

教
授
に
、
定
期

的
に
分
析
方
法
や
論
文
の
書
き
方
に
つ
い
て
指

導
し
て
い
た
だ
い
た
。
さ
ら
に
、
統
計
分
野
の

先
生
の
助
言
を
得
て
、
私
が
採
用
し
た
サ
ン
プ

リ
ン
グ
方
法
に
合
う
分
析
が
可
能
な
統
計
ソ
フ

ト
を
学
ぶ
た
め
に
、
ノ
ー
ス
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
の

研
究
機
関
で
の
研
修
会
へ
行
っ
た
り
も
し
た
。

ア
ト
ラ
ン
タ
在
住
で
な
け
れ
ば
、
わ
ざ
わ
ざ
新

し
い
ソ
フ
ト
を
学
び
に
行
こ
う
と
は
思
わ
な
か

っ
た
だ
ろ
う
。
論
文
は
、
留
学
期
間
の
終
わ
り

に
第
一
稿
を
投
稿
す
る
に
至
り
、
ひ
と
ま
ず
、

所
期
の
目
的
を
達
成
し
た
と
い
え
る
。
た
だ
し
、

こ
の
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
論
文
は
、
な
か
な
か
世
に

認
め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
後
、
投

稿
と
書
き
直
し
を
繰
り
返
し
、
最
終
的
に
博
士

号
を
取
得
し
た
の
は
二
〇
〇
八
年
で
あ
っ
た
。

留
学
経
験
が
心
の
支
え
に

現
在
、
私
は
、
淡
路
島
に
あ
る
関
西
看
護
医

療
大
学
で
、
講
師
と
し
て
働
い
て
い
る
。
看
護

師
を
目
指
す
学
生
さ
ん
に
疫
学
や
心
理
学
概
論

を
教
え
て
い
る
。
エ
モ
リ
ー
大
学
で
出
会
っ
た

先
生
方
の
魅
力
的
な
講
義
を
思
い
出
し
、
少
し

で
も
自
分
も
近
づ
き
た
い
と
研
鑽
を
続
け
て
い

る
。
ま
た
、
私
生
活
で
は
、
二
人
の
男
の
子
に

恵
ま
れ
、
仕
事
と
子
育
て
で
、
毎
日
が
時
間
と

の
戦
い
で
あ
る
。
ふ
と
、
エ
モ
リ
ー
大
学
で
の

日
々
を
思
い
出
す
と
き
、
二
四
時
間
が
自
分
の

時
間
で
、
刺
激
的
な
講
義
を
受
け
、
自
分
の
調

査
の
デ
ー
タ
分
析
に
没
頭
し
た
あ
の
一
年
は
な

ん
と
幸
せ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
、
と
心
か
ら
思
う
。

あ
の
一
年
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
ま
、
が
ん
ば

れ
る
。
長
年
の
夢
だ
っ
た
留
学
は
、
い
ま
の
自

分
の
心
の
支
え
と
な
っ
て
い
る
。

翔べ！ 世界へ 奨学生体験記

本奨学事業は、日本万国博覧会記念機構（http://www.expo70.or.jp）の助成金を得て実施している

エモリー大学ローリンズ公衆衛生大学院の前にて
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片
道
二
日
を
か
け
て
の
東
京
日
帰
り

パ
ス
ポ
ー
ト
を
開
い
て
み
る
と
、
二
〇
〇
二

年
十
二
月
三
日
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
出
国
、
十
二
月

七
日
入
国
と
い
う
印
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
奨
学

金
選
考
の
面
接
の
た
め
に
東
京
の
国
際
文
化
教

育
交
流
財
団
を
訪
れ
た
記
録
で
あ
る
。
当
時
、

私
は
、
博
士
論
文
の
た
め
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査

で
半
年
間
イ
ン
ド
洋
の
島
国
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
に

滞
在
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
通
知
に
書
か
れ
て

い
た
面
接
日
は
、
本
調
査
に
向
け
て
の
予
備
調

査
を
実
施
す
る
一
週
間
と
重
な
っ
て
い
た
。
モ

ー
リ
シ
ャ
ス
か
ら
日
本
へ
は
、
乗
り
継
ぎ
の
関

係
で
約
二
日
か
か
る
。
東
京
日
帰
り
の
つ
も
り

で
も
、
当
地
を
五
日
ほ
ど
は
離
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
予
備
調
査
の
重
要
な
時
期
に
責
任
者

の
自
分
が
離
れ
て
よ
い
の
か
と
悩
ん
だ
。
し
か

し
、
こ
の
留
学
の
チ
ャ
ン
ス
は
絶
対
逃
し
た
く

な
い
、
と
い
う
強
い
気
持
ち
に
動
か
さ
れ
、
東

京
滞
在
半
日
の
強
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
、
一
時

帰
国
し
た
の
で
あ
る
。
面
接
を
受
け
て
も
奨
学

金
を
も
ら
え
る
保
証
は
な
く
、
当
時
の
自
分
に

と
っ
て
は
、
大
き
な
か
け
だ
っ
た
。
し
か
し
、

い
ま
、
あ
の
と
き
の
決
断
は
、
正
解
だ
っ
た
と
、

確
信
し
て
い
る
。

私
が
、
米
国
ア
ト
ラ
ン
タ
に
あ
る
エ
モ
リ
ー

大
学
ロ
ー
リ
ン
ズ
公
衆
衛
生
大
学
院
へ
留
学
し

た
の
は
、
二
〇
〇
三
年
八
月
か
ら
二
〇
〇
四
年

八
月
の
一
年
間
で
あ
る
。
当
時
は
、
京
都
大
学

大
学
院
医
学
研
究
科
社
会
健
康
医
学
系
専
攻
の

博
士
課
程
に
属
し
て
い
て
、
論
文
執
筆
の
た
め

の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
を
終
え
た
後
だ
っ
た
。
こ

の
一
年
間
の
留
学
の
目
的
は
、
二
つ
。
ま
ず
、

行
動
科
学
健
康
教
育
分
野
の
講
義
を
受
け
る
こ

と
。
次
に
、
自
分
の
博
士
論
文
の
た
め
の
デ
ー

タ
分
析
、
論
文
執
筆
に
お
い
て
、
エ
イ
ズ
予
防

介
入
研
究
で
高
名
なD

iC
lem
ente

教
授
の
助

言
・
指
導
を
受
け
る
こ
と
、
で
あ
る
。
出
発
時

三
二
歳
だ
っ
た
私
の
、�
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
�

な
留
学
を
可
能
に
し
て
く
れ
た
の
が
、
国
際
文

化
教
育
交
流
財
団
の
奨
学
金
制
度
だ
っ
た
。

人
の
健
康
と
行
動
を
科
学
す
る

米
国
のSchool

of
P
ublic

H
ealth

公
衆
衛

生
大
学
院
へ
行
き
た
い
、
と
私
が
思
っ
た
の
は

二
〇
代
前
半
の
こ
と
で
あ
る
。
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
ケ
ニ
ア
で
活
動
す
る
な
か
で
、
エ

イ
ズ
の
問
題
に
直
面
し
、
人
々
の
健
康
に
つ
い

て
社
会
的
な
側
面
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
専
門

家
に
な
り
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の

後
、
日
本
の
大
学
院
で
社
会
学
の
修
士
号
を
取

●
国
際
文
化
教
育
交
流
財
団
は
、
経
団
連
第
二
代
会
長
故
石

坂
泰
三
氏
の
遺
徳
を
記
念
し
、
一
九
七
六
年
に
設
立
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
、
世
界
三
一
カ
国
の
大
学
・
大
学
院
へ
一
八
三

名
の
日
本
人
留
学
生
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
世
界
三
七
カ

国
五
二
九
名
の
外
国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金
の
供
与
や
講
演

会
等
を
実
施
し
て
き
て
い
る
。

憧
れ
の
米
国
公
衆
衛
生
大
学
院

で
学
ん
で

神
戸
大
学
文
学
部
卒
業
。
神
戸
大
学
文
学
研
究
科
修
了
。
博
士（
社
会
健
康

医
学
、
京
都
大
学
）。
青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
ケ
ニ
ア
へ
派
遣
さ
れ
、

家
族
計
画
・
エ
イ
ズ
予
防
教
育
に
従
事
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
事
務
所
に

て
ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
オ
フ
ィ
サ
ー
と
し
て
約
二
年
間

勤
務
。
二
〇
〇
二
―
〇
三
年
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
準
客
員
研
究
員
、
〇
三
―
一
〇
年
神

戸
海
星
女
学
院
非
常
勤
講
師（
こ
の
間
、
エ
イ
ズ
予
防
財
団
リ
サ
ー
チ
レ
ジ

デ
ン
ト
）等
を
経
て
、
一
〇
年
四
月
よ
り
現
職
。

西
村
由
実
子

に
し
む
ら

ゆ
み
こ

関
西
看
護
医
療
大
学
看
護
学
部
講
師
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